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【追悼】  
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Abstract: 
Illustrations of two species of Carex (Cyperaceae), C. morrowii Boott and C. dispalata Boott, are 
deposited in the Makino Memorial Garden, Tokyo. They were drawn by Dr. Tetsuo Koyama 
(1933−2024), possibly asked by Dr. Tomitarō Makino (1862−1957). The Makino Memorial 
Garden also keeps a name card which was sent to Mr. Tetsuya Kawasaki (1929−2002) from 
Makino. Makino wrote on the card that he asked Mr. Kawasaki to take care of Dr. Koyama when 
Dr. Koyama was a high school student, probably in the late 1940s. 
 
 
小山鐵夫先生（1933−2024）が描かれたカンスゲ Carex morrowii Boott とカサスゲ C. 

dispalata Boott の図がある（図 1 & 2）。全形図に部分図を伴った着色図である。旧蔵者は
牧野富太郎先生（1862−1957）で、練馬区立牧野記念庭園がお預かりしている資料の一つ
である。 
カンスゲの図を見ると、中央やや左に全体が描かれ、周辺に雄花と雌花、果胞と鱗片が

配置されている。左側に葉の拡大図が描いてあるが、描き直した葉と重なっている。葉や

花茎など、カンスゲの豪壮な感じがよく出ている。ホワイトによる修正のあとが目立つが、

元の絵では葉が重なって描かれていたものを、重ならないように書き直してある。葉の描

き方について牧野先生から指摘があって描き直したのであろうか。 
また、カサスゲの図は、左側に全体図を配置し、中央部付近から伸びた花茎の続きを右

側に配置している。右上に雄花を、右下に雌花を描いている。地下茎を伸ばして繁殖する

様子や、果胞を密につけた雌小穂の様子など、うまく描き表している。 
これら 2図は牧野先生が持っていた図であることから、牧野先生が小山先生に依頼して

描いてもらったか、あるいは小山先生が厚意で先生のために描いたものではないかと想像

されるが、どのような意図があったのかは今となっては分からない。ただ、2図は「万葉 
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図 1. カンスゲ Carex morrowii Boott．小山鐵夫 筆（牧野一浡氏 所蔵）． 
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図 2. カサスゲ Carex dispalata Boott．小山鐵夫 筆（牧野一浡氏 所蔵）． 
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植物図」と題した一連の着色図と一緒にあり、牧野先生は晩年、万葉集に詠まれた植物の

図譜を出版しようと、関連する植物の図を画工に制作させていた（邑田ほか 2022 『牧野
万葉植物図鑑』参照）。スゲに関しては「万葉集スガノミの新考」（『植物記』所収）という

論考があって、その中で万葉集に登場する山菅ないし菅の正体を「Carexのスゲ」として
いるので、万葉集に関連した制作であったのかもしれない（『牧野万葉植物図鑑』の「やま

すげ」の項も参照）。 
また、牧野記念庭園で同様にご遺族よりお預かりし

ているサクラの研究者・川崎哲也先生（1929−2002）
の遺品に、牧野先生から送られた葉書を貼ったアルバ

ムがある。葉書に交じって先生の名刺（図 3）が 1枚
あって、「植物学熱心之少年小山鉄夫君を紹介いたしま

す。今後宜敷御願ひします」と川崎先生に宛てた一文

が記される。「七月十七日」とあるが、この一文を書い

た年は不明である。手掛かりとして名刺に印字された

自宅の住所と電話番号を見ると、前者では「板橋」が

消されて「練馬」が記入され、後者では「二」が加筆

され 4桁の番号になっている。桁数の増加がいつごろ
のことかはちょっと調べても分からなかったが、練馬

区の誕生は 1947年 8月 1日であることから名刺の一文
は翌年以降であることは間違いない。 
川崎先生はおそらく 1947年ごろから牧野先生の教

えを受けるようになり、当時浦和市に住んでおられた。

旧制浦和中学校の卒業で、それは現在の浦和高校であ

り、小山先生の出身校である。筆者の一人田中の手元

には、牧野先生が小山先生に宛てた手紙のコピーがある。昭和 22年 7月 3日の日付で、小
山先生はそのころ 14歳、すでに牧野先生と交流があり、植物の描き方の指導も受けていた
ことなどが分かる。牧野先生は植物を学ぶには実地の研究が一番大事であると述べておら

れる。封筒はないので住所は確認できないが、手紙の内容から小山先生が大垣におられた

ころと推察され、その後浦和に移られたと聞いている。同じ浦和、同じ高校ということで

牧野先生は川崎先生に小山少年を紹介されたのであろうか。そう考えると名刺を書いたの

は 1940年代末となろう。 
 

終わりに  
小山鐵夫先生の訃報に接し、牧野記念庭園がお預かりしている小山先生関連の資料を紹

介しました。先生のご冥福をお祈り申し上げます。本稿執筆に際し、牧野富太郎先生のひ

孫にあたる牧野一浡さんにカンスゲとカサスゲの図を、川崎哲也先生の妹の新島依子さん

に牧野先生から川崎先生へ宛てた名詞を提供いただきました。ここに記して感謝致します。 
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図 3. 川崎哲也に宛てた牧野富太
郎の名刺（新島依子氏 所蔵）． 




